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１ 都市計画の目標  

(1) 都市づくりの基本理念  

①  基 本 理 念  

水 俣 都 市 計 画 区 域 （ 以 下 、「 本 区 域 」 と す る 。） は 、 熊 本 県 最 南 端 の 水

俣 市 に 指 定 さ れ て い る 。 水 俣 市 は 、 北 は 津 奈 木 町 、 芦 北 町 、 球 磨 村 、 南

は 鹿 児 島 県 出 水 市 及 び 大 口 市 に 接 し て お り 、 市 域 西 側 は リ ア ス 式 海 岸 が

続 く 八 代 海 に 面 し て い る 。 市 域 中 央 部 に 水 俣 川 が 東 西 に 流 れ 、 こ の 流 域

に 沿 っ て 市 街 地 や 集 落 が 形 成 さ れ て い る 。市 域 の 75％ は 森 林 で 、水 俣 川

の 河 口 部 に 形 成 さ れ て い る 市 街 地 は 平 坦 部 で あ る が 、 そ の 平 坦 部 も ほ と

ん ど が 埋 立 に よ っ て 築 造 さ れ た も の で あ り 、 平 坦 部 は 少 な い 。 ま た 、 市

街 地 外 周 部 は 台 地 や 山 林 に 囲 ま れ て い る 。  

江 戸 時 代 は 、 肥 後 と 薩 摩 の 国 境 と し て 重 要 な 役 割 を 果 た し 、 明 治 22

年 に 水 俣 村 が 誕 生 し た 。明 治 41 年 に 日 本 窒 素 肥 料 株 式 会 社（ 現 チ ッ ソ 株

式 会 社 ）が 設 立 し 、農 漁 業 集 落 か ら 工 業 都 市 へ と 発 展 し て き た 。そ の 後 、

大 正 元 年 に 町 制 、 昭 和 24 年 に 市 制 が 施 行 さ れ て い る 。  

本 区 域 は 、 昭 和 9 年 に 水 俣 町 全 域 （ 12,395ha） に 指 定 さ れ 、 こ の 区 域

が 現 在 ま で ほ ぼ 引 き 継 が れ 、 市 域 面 積 16,287ha の う ち 約 76％ に 相 当 す

る 12,352ha が 都 市 計 画 区 域 と な っ て い る 。 ま た 、 用 途 地 域 は 729ha で 、

用 途 地 域 内 に 人 口 の 約 62.5％ が 居 住 し て お り 、人 口 集 中 地 区 は こ の う ち

470ha で あ る 。  

都 市 計 画 道 路 は 計 画 延 長 19,470ｍ の う ち 約 39％ が 整 備 済 み で あ り 、都

市 公 園 は 8 箇 所 、42.5ha が 整 備 済 み で あ る 。市 街 地 整 備 で は 、市 街 地 開

発 等 が 42.1ha、 公 的 住 宅 開 発 23.7ha、 開 発 許 可 等 が 22.2ha で 、 合 計

88.0ha の 面 的 整 備 が 実 施 さ れ て い る 。 下 水 道 は 計 画 区 域 639ha の う ち

284ha が 整 備 済 み で 、 普 及 率 は 39.3％ で あ る 。  

保 全 す べ き 自 然 的 特 性 と し て は 、 水 俣 川 の 流 域 生 態 系 の 保 全 を 基 本 と

し 、 市 街 地 を 取 り 囲 む 丘 陵 部 、 台 地 の 斜 面 緑 地 及 び 沿 岸 部 の 恋 路 島 、 西

の 浦 半 島 、 湯 の 児 海 岸 等 に 残 さ れ た 貴 重 な 自 然 環 境 な ど が 挙 げ ら れ る 。  

 

【 都 市 づ く り の 基 本 理 念 】  

 

『環境・健康・福祉を大切にする産業文化都市』  

 

水 俣 病 の 教 訓 を 生 か し 「 水 俣 市 民 は 決 し て 環 境 を 汚 さ な い 、 地 球 環 境

破 壊 に 加 担 し な い 」 と い う ま ち づ く り の 考 え 方 を 基 本 理 念 と す る 。  
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ま た 、水 俣 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン に 示 さ れ た 目 指 す べ き 生 活 像「 人

と 風 土 に 呼 応 す る 暮 ら し 」及 び ま ち づ く り の テ ー マ（ 将 来 都 市 像 ）「 呼 吸

す る 都 市 （ ま ち 、 む ら ）」 を 踏 ま え 、 以 下 の 目 標 を 設 定 す る 。  

 

【都 市 づ く り の 基 本 目 標 】  

 

「 呼 吸 す る 環 境 」（ 生 命 の 拠 り 所 と し て の 自 然 環 境 ）  

生 命 の 拠 り 所 と な る 自 然 を 基 礎 に 、 多 様 な 生 物 を 育 む 「 水 の 環 」 を 創

る 。（ 循 環 す る 水 ）  

市 域 を 取 り 囲 む 「 水 源 の 森 」 づ く り を 進 め 、 沿 岸 部 の 貴 重 な 自 然 を 保

護 し 、「 緑 の 構 造 」 を 創 る 。（ 緑 の 構 造 ）  

環 境 都 市 と し て 、 風 を 生 か し た 暮 ら し 方 が で き る 都 市 構 造 や 都 市 環 境

を 形 成 し 、 環 境 負 荷 の 少 な い 都 市 づ く り を 進 め る 。（ 風 の 呼 吸 ）  

 

「 呼 吸 す る ま ち や む ら 」（ 住 み 続 け ら れ る 環 境 ）  

暮 ら し の 基 礎 と な る 範 囲 （ ま ち や む ら ） の 環 境 を 住 民 と 行 政 が 協 働 に

よ り ハ ー ド ・ ソ フ ト 両 面 で 整 え 、 自 立 し た コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 を 図 る 。  

さ ら に 、「 ま ち や む ら 」が 適 切 に 連 携 す る こ と で 、様 々 な 暮 ら し や 産 業

活 動 を 支 え 、 各 種 サ ー ビ ス を 享 受 す る こ と が で き る よ う 「 地 域 連 携 」 と

い う 「 呼 吸 」 を 生 み 出 し て い く 。  

 

「 呼 吸 す る 暮 ら し 」（ 交 流 ・ 連 携 す る 拠 点 と ネ ッ ト ワ ー ク ）  

人 ・ モ ノ ・ 情 報 が 自 然 に 出 入 り す る た め の 全 市 的 な 拠 点 ・ ゾ ー ン の 形

成 、 区 域 内 外 を 結 ぶ 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 を 図 り 、 ま た 、 ユ ニ バ ー サ

ル デ ザ イ ン に 配 慮 し た 人 に や さ し い ま ち づ く り を 進 め る 。  

 

 

②  都 市 計 画 区 域 の 範 囲  

本 区 域 の 範 囲 は 、 以 下 の と お り と す る 。  

都 市 計 画 区 域 名  水 俣 都 市 計 画 区 域  

範  囲  水 俣 市 の 行 政 区 域 の 一 部  
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(2) 地域ごとの市街地像  

ａ  都 市 機 能 ・ 拠 点 の 形 成  

＜ 中 心 商 業 拠 点 ＞  

中 核 的 商 業 施 設 を 中 心 と し て 、 既 存 の 商 店 街 と の 一 体 化 を 図 り つ つ 、

歩 い て 楽 し い 商 業 拠 点 の 形 成 を 図 る 。  

 

＜ 外 と の 交 流 拠 点 ＞  

新 水 俣 駅 周 辺 は 、 水 俣 の 新 し い 玄 関 口 と し て 、 ま た 内 外 の 交 流 拠 点

と し て 、 水 俣 ら し い 緑 の 風 景 の 整 備 を 図 る と 共 に 、 観 光 機 能 と 連 携 し

た 交 通 結 節 機 能 、 商 業 機 能 の 整 備 を 図 る 。  

南 九 州 西 回 り 自 動 車 道 水 俣 Ｉ Ｃ を 広 域 交 通 の 拠 点 と 位 置 づ け る 。  

エ コ パ ー ク 水 俣 周 辺 は 、 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー や 観 光 物 産 館

を 中 心 と し た 観 光 拠 点 と し て 広 域 交 流 機 能 の 充 実 を 図 る 。  

 

＜ 環 境 産 業 拠 点 ＞  

環 境 都 市 水 俣 に ふ さ わ し い 環 境 産 業 を 基 軸 と す る 循 環 型 社 会 を 支 え

る 環 境 産 業 拠 点 （ エ コ タ ウ ン 拠 点 ） と し て 、 工 業 団 地 、 都 市 基 盤 の 整

備 を 進 め 、 環 境 都 市 水 俣 に ふ さ わ し い 、 環 境 共 生 、 資 源 循 環 型 社 会 を

目 指 し た 環 境 ビ ジ ネ ス の 集 積 を 図 る 。  

 

＜ ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 拠 点 ＞  

総 合 的 な 健 康 福 祉 の 増 進 を 図 る た め 、 市 内 の 既 存 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ

エ ー シ ョ ン 施 設 と 連 携 し つ つ 、 エ コ パ ー ク 水 俣 周 辺 に 新 し い ス ポ ー

ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 の 誘 導 を 図 る 。  

 

＜ 観 光 拠 点 ＞  

湯 の 児 温 泉 地 区 は 、 中 心 市 街 地 や 新 水 俣 駅 周 辺 地 区 と の 連 携 を 図 り

な が ら 、 大 崎 鼻 公 園 、 和 田 岬 、 湯 の 児 海 水 浴 場 な ど 、 地 区 周 辺 の 自 然

資 源 を 生 か し た 温 泉 保 養 観 光 拠 点 の 形 成 を 図 る 。  

湯 の 鶴 温 泉 地 区 は 、湯 量 の 安 定 化 、自 然 資 源 の 活 用 、町 並 み の 保 全 、

地 域 交 流 拠 点 整 備 な ど 、 温 泉 保 養 観 光 機 能 の 強 化 を 図 る 。  

 

＜ 地 域 拠 点 ＞  

湯 出 地 区 、 東 部 地 区 は 、 行 政 窓 口 、 福 祉 ・ 医 療 サ ー ビ ス 、 子 育 て 支

援 ・ 教 育 、 最 寄 商 業 機 能 な ど 地 域 で の 身 近 な 暮 ら し を 支 え る 機 能 の 集

積 、 整 備 を 図 り 、 地 域 の 生 活 中 心 拠 点 の 形 成 を 図 る 。  
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ｂ  市 街 地 の 形 成  

ア ） 既 成 市 街 地  

用 途 地 域 が 指 定 さ れ て い る 以 下 の 各 ゾ ー ン を 既 成 市 街 地 と し て 位 置

付 け る 。  

＜ 中 心 市 街 地 ゾ ー ン ＞  

中 心 商 業 拠 点 を 含 む 商 業 系 用 途 地 域 指 定 区 域 を 中 心 と し て 、 東 西 の

各 拠 点 （ エ コ パ ー ク 水 俣 、 新 水 俣 駅 周 辺 ） 及 び こ れ ら を つ な ぐ 国 道 ３

号 の 沿 道 地 区 を 位 置 付 け る 。  

 

＜ 住 宅 市 街 地 ゾ ー ン ＞  

住 居 系 用 途 地 域 の 指 定 域 で 、 中 心 市 街 地 ゾ ー ン 、 工 業 ゾ ー ン を 取 り

囲 む 市 街 地 を 位 置 付 け る 。  

 

＜ 公 共 施 設 ゾ ー ン ＞  

水 俣 川 沿 い に 立 地 す る 各 公 共 施 設 機 能 の 強 化 、 集 積 、 連 携 強 化 を 進

め る こ と を 前 提 に 、 用 途 地 域 内 の 水 俣 川 沿 い の 一 帯 を 位 置 付 け る 。  

 

＜ 工 業 ゾ ー ン ＞  

工 業 系 用 途 地 域 の 指 定 域 で 、 既 設 の 大 規 模 工 場 、 エ コ タ ウ ン を 含 む

地 区 を 位 置 付 け る 。  

 

イ ） 新 市 街 地  

用 途 地 域 指 定 区 域 に 隣 接 し 、 現 在 市 街 化 が 進 行 し つ つ あ る 用 途 白 地

区 域 を 以 下 の 通 り 、 新 市 街 地 と 位 置 付 け る 。 な お 、 新 市 街 地 に お い て

は 、 用 途 地 域 の 拡 大 指 定 を 行 う か 、 あ る い は 用 途 白 地 の ま ま で 土 地 利

用 の 規 制 誘 導 を 行 う か 、 検 討 を 行 う 。  

 

＜ 戦 略 ゾ ー ン ＞  

既 定 計 画 に 位 置 付 け ら れ た 機 能 配 置 に よ り 、 農 林 漁 業 と の 調 和 を 図

っ た う え で 計 画 的 な 新 市 街 地 を 検 討 す る 地 区 。（ 新 水 俣 駅 周 辺 地 区 、月

浦 台 地 ）  

 

＜ 誘 導 ゾ ー ン ＞  

既 に ス プ ロ ー ル 的 に 市 街 化 が 進 行 し つ つ あ る 地 区 で 、 今 後 秩 序 あ る

土 地 利 用 の 規 制 ・ 誘 導 が 求 め ら れ る 地 区 。（ 桜 ヶ 丘 ）  

 

＜ 集 落 地 域 ＞  

都 市 計 画 区 域 内 で 既 成 市 街 地 、 新 市 街 地 を 取 り 囲 む 地 域 を 集 落 地 域
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と 位 置 付 け る 。  

 

＜ 農 業 ゾ ー ン ＞  

農 業 集 落 及 び 優 良 農 地 の エ リ ア を 位 置 付 け る 。  

 

＜ 森 林 ゾ ー ン ＞  

農 業 ゾ ー ン を 除 い た 森 林 地 域 を 位 置 付 け る 。  

 

(3) 各種の社会的課題への対応  

①  緑 ・ 水 辺 と 共 生 す る 土 地 利 用 の 推 進  

水 俣 川 流 域 全 域 が 持 つ 循 環 型 の 自 然 環 境 や 自 然 生 態 系 を 守 る た め 、 自

然 的 土 地 利 用 の 保 全 ・ 育 成 を 図 る こ と が 重 要 で あ る 。 水 源 の 森 か ら 海 ま

で の 水 循 環 を 支 え る 自 然 環 境 の 保 全 ・ 育 成 と そ れ ぞ れ が 連 携 し て 適 切 な

循 環 を 可 能 と す る ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 推 進 す る 。  

流 域 生 態 系 を 保 全 し つ つ 、 川 の 上 流 で の 山 林 資 源 、 農 山 村 の 棚 田 、 中

流 域 で の 茶 畑 、 沿 岸 部 の 果 樹 園 や 漁 村 な ど 、 自 然 環 境 の 中 で 育 ま れ た 地

域 の 個 性 を 磨 く 土 地 利 用 を 推 進 す る 。  

市 街 地 に 迫 る 丘 陵 傾 斜 面 地 の 山 林 や 市 街 地 外 縁 部 の 農 用 地 や 河 川 、 山

林 等 の 自 然 的 土 地 利 用 は 、 自 然 豊 か な 水 俣 の イ メ ー ジ や 住 み や す さ の 重

要 な 要 素 で あ る こ と か ら 、 適 切 な 保 全 、 活 用 を 行 う 。  

自 然 環 境 と の 共 生 や 環 境 負 荷 の 少 な い 都 市 構 造 を 形 成 す る た め に 、 無

秩 序 な 市 街 地 や 集 落 の 拡 大 を で き る だ け 抑 制 し 、 コ ン パ ク ト な 市 街 地 や

集 落 の 形 成 を 図 る 。  

自 然 環 境 に 配 慮 し た 河 川 ・ 水 路 環 境 整 備 を 進 め る 。 ま た 、 公 共 施 設 整

備 に 当 た っ て は 、 環 境 負 荷 低 減 に 配 慮 す る と 共 に 、 多 様 な 自 然 生 物 環 境

を 育 む 動 植 物 の 生 息 ・ 移 動 の 回 廊 （ ビ オ ト ー プ ネ ッ ト ワ ー ク ） の 形 成 を

図 る 。  

湯 の 児 温 泉 地 区 に お け る 海 浜 レ ク リ エ ー シ ョ ン を 主 体 と す る 観 光 機 能

の 強 化 、湯 の 鶴 温 泉 地 区 に お け る 温 泉 保 養 観 光 機 能 の 強 化 を 図 る と 共 に 、

環 境 へ の 取 組 を 活 か し た 研 修 ・ 体 験 型 観 光 （ エ コ ツ ー リ ズ ム ） の 展 開 を

進 め る 。  

 

②  地 球 温 暖 化 を は じ め と す る 環 境 問 題 へ の 対 応  

環 境 負 荷 の 少 な い 省 エ ネ ル ギ ー 型 の 都 市 を 形 成 す る た め に 、 交 通 の 発

生 や 移 動 の 需 要 が 少 な い 都 市 構 造 へ の 誘 導 、 公 共 交 通 へ の 転 換 、 道 路 の

効 果 的 整 備 に よ る 交 通 の 円 滑 化 等 を 推 進 す る 。  
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③   少 子 ・ 高 齢 化 へ の 対 応  

本 区 域 の 少 子 ・ 高 齢 化 の 進 行 を 踏 ま え 、 都 市 計 画 の 方 針 と し て 、 全 て

の 人 が 安 全 で 快 適 に 社 会 活 動 を 営 む こ と が で き る よ う ユ ニ バ ー サ ル デ ザ

イ ン に 配 慮 し た 都 市 基 盤 整 備 を 進 め る と と も に 、 社 会 活 動 に 応 じ た 都 市

施 設 の 適 正 配 置 に 努 め る 。  
 

④  交 流 を 支 援 す る 交 通 体 系 の 整 備 促 進  

九 州 新 幹 線 鹿 児 島 ル ー ト の 完 成 、 南 九 州 西 回 り 自 動 車 道 の 整 備 に 伴 う

都 市 間 交 通 網 の 整 備 が 進 め ら れ て い る 。 こ れ ら 新 駅 や イ ン タ ー チ ェ ン ジ

の 開 設 な ど 交 通 事 情 の 変 化 に 対 応 し て 、 交 通 結 節 点 機 能 の 強 化 と 関 連 道

路 の 整 備 、 利 便 性 の 向 上 を 図 る 。  

基 幹 と な る 国 道 3 号 は 容 量 不 足 が 指 摘 さ れ て い る こ と か ら 、中 心 部 に

お け る 人 に や さ し い ま ち づ く り や 魅 力 あ る 商 店 街 の 形 成 に 向 け 、 南 九 州

西 回 り 自 動 車 道 の 整 備 を 含 め て 、 交 通 負 荷 の 軽 減 策 を 検 討 す る 必 要 が あ

る 。  

車 利 用 の 低 減 を 目 指 し 、 公 共 交 通 機 関 や 自 転 車 利 用 を ハ ー ド ・ ソ フ ト

両 面 で 促 進 す る 計 画 づ く り が 必 要 で あ る 。  

中 心 市 街 地 で は 、 利 便 性 の 高 い 公 共 施 設 ゾ ー ン （ 水 俣 川 沿 い 、 エ コ パ

ー ク 水 俣 ） の 形 成 （ 機 能 強 化 、 連 携 強 化 、 新 規 機 能 の 誘 導 等 ） を 図 る と

共 に 、 全 て の 人 に 優 し い 交 通 環 境 の 実 現 を 図 る 。  

 

⑤  都 市 防 災 へ の 対 応  

近 年 発 生 し た 大 地 震 、 水 害 、 高 潮 災 害 等 に よ り 、 全 国 的 に 地 域 防 災 や

危 機 管 理 に 対 す る 意 識 が 高 ま っ て い る 。 住 民 の 生 命 、 財 産 を 守 り 、 災 害

に 強 い 都 市 形 成 を 図 る た め 、防 災 組 織 の 充 実 、避 難 地・避 難 経 路 の 確 保 、

市 街 地 の 不 燃 ・ 耐 震 化 等 を 進 め る も の と す る 。  

 

⑥  中 心 市 街 地 の 再 生 を 図 る 拠 点 的 な 市 街 地 整 備 の 推 進  

新 幹 線 新 駅 及 び 南 九 州 西 回 り 自 動 車 道 水 俣 Ｉ Ｃ 周 辺 地 区 及 び エ コ パ ー

ク 水 俣 周 辺 地 区 の 整 備 に よ り 、 外 か ら の 来 訪 者 を 迎 え 、 交 流 で き る 広 域

交 流 拠 点 の 形 成 を 図 る 。  
既 存 の 市 街 地 と の 一 体 的 な 基 盤 条 件 の 整 備 に よ る ス プ ロ ー ル 市 街 地 の

改 善 を 図 り 、 計 画 的 な 新 規 宅 地 供 給 を 図 る 。  
中 心 市 街 地 の 再 構 築 を 図 る と 共 に 、 遊 休 地 活 用 に よ る 宅 地 基 盤 の 充 実

し た 低 層 住 宅 市 街 地 の 形 成 を 図 る 。  
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⑦  中 心 市 街 地 の 再 生 を 図 る 拠 点 的 な 市 街 地 整 備 の 推 進  

一 つ の 水 系 と し て 連 な る 森 林 、 河 川 、 海 な ど の 自 然 の つ な が り を 学 ぶ

こ と が で き る 学 習 環 境 の 整 備 と プ ロ グ ラ ム を 展 開 す る 。  

身 近 な 公 園 ・ 広 場 に つ い て 、 住 民 同 士 の 交 流 ・ 憩 い の 場 、 子 ど も 達 の

遊 び 場 、 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 拠 点 、 さ ら に 防 災 避 難 拠 点 と し て 位 置 付 け 、

機 能 の 充 実 ・ 改 善 を 図 る 。  

健 康 と 福 祉 を テ ー マ と す る 交 流 拠 点 と し て エ コ パ ー ク 水 俣 を 位 置 付 け 、

健 康 づ く り と 交 流 機 能 の 強 化 を 図 る 。  

市 民 の 心 の 拠 り 所 と な る 拠 点 的 な 機 能 を 持 つ 公 園 の 改 善・整 備 を 図 る 。 

 

⑧  安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る 地 域 づ く り へ の 対 応  

最 近 の 犯 罪 の 発 生 状 況 を 踏 ま え 、 各 種 社 会 基 盤 の 整 備 に あ た っ て は 、

地 域 の 状 況 に 応 じ て 、 警 察 、 公 共 施 設 管 理 者 及 び 地 域 住 民 等 と 連 携 し 、

犯 罪 防 止 に 配 慮 し た 整 備 を 行 う こ と に よ り 、 住 民 が 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ

る 地 域 づ く り を 進 め る も の と す る 。  

 

 

(4) 都市計画区域の広域的な位置づけ  

本 区 域 は 、国 道 ３ 号 線 、JR 鹿 児 島 本 線（ 九 州 新 幹 線 鹿 児 島 ル ー ト 開 業

後 は 第 三 セ ク タ ー 「 肥 薩 お れ ん じ 鉄 道 株 式 会 社 」 が 運 営 ） を 軸 と し た 広

域 連 携 軸 の 最 南 の 都 市 で あ り 、 さ ら に は 九 州 新 幹 線 鹿 児 島 ル ー ト 、 南 九

州 西 回 り 自 動 車 道 の 整 備 に 伴 い 、 広 域 連 携 ・ 交 流 拠 点 と し て の 機 能 が 求

め ら れ る 。  

水 俣 市 は 、 県 南 地 域 の 中 心 的 都 市 の 一 つ と し て 位 置 付 け ら れ 、 ま た 、

1 市 3 町 （ 水 俣 市 、 田 浦 町 、 芦 北 町 、 津 奈 木 町 ） か ら な る 水 俣 広 域 都 市

圏 の 中 心 都 市 と し て 位 置 付 け ら れ る 。  
本 区 域 は 、 県 南 地 域 の 各 都 市 と の 連 携 強 化 を 図 る こ と の み な ら ず 、 鹿

児 島 県 出 水 市 、 大 口 市 と の 県 境 を 越 え た 交 流 を 図 り な が ら 、 ま た 環 境 先

進 地 と し て 地 域 づ く り の 中 心 都 市 と し て の 地 域 の 活 性 化 と 都 市 的 サ ー ビ

ス の 充 実 を 図 る こ と が 求 め ら れ る 。  
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※ こ の 図 面 は 、 お お む ね の 位 置 、 広 が り を 示 し て い る 。  
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２ 区域区分の決定の有無 

(1) 区域区分の決定の有無  

本 区 域 に は 、 区 域 区 分 を 定 め な い 。  

な お 、 区 域 区 分 を 定 め な い 根 拠 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

 

①  本 区 域 の 人 口 は 、 近 年 減 少 傾 向 を 示 し 、 今 後 も 同 様 に 推 移 す る こ と

が 見 込 ま れ 、 将 来 に お け る 産 業 の 見 通 し に つ い て も 製 造 品 出 荷 額 が 横

這 い 傾 向 と な る こ と が 予 想 さ れ る 。 ま た 、 今 後 の 大 規 模 プ ロ ジ ェ ク ト

等 の 見 通 し か ら 判 断 し て も 、 急 激 な 市 街 地 拡 大 の 可 能 性 は 低 い 。  

 
②    本 区 域 の 中 心 部 に は 、す で に ま と ま り の あ る 市 街 地 が 形 成 さ れ て お

り 、そ の 周 辺 は 丘 陵 地・傾 斜 地 等 、開 発 の う え で 不 利 な 地 形 と な って

い る 。一 部 で は 、斜 面 緑 地 の 保 全 策 を 含 め 、宅 地 需 要 に 対 す る 規 制誘

導 策 の 検 討 が 必 要 と な る 区 域 も 見 受 け ら れ る が 、区 域 区 分 に よ る 広 域

的 規 制 の 必 要 性 は 低 い ｡  

 

③   ① に よ り 急 激 な 市 街 地 の 拡 大 は 想 定 さ れ な い こ と 及 び ② の と お り

開 発 需 要 に 対 す る 規 制 誘 導 策 を 検 討 し て い く こ と に よ り 、市 街 地 周 辺

の 農 地・緑 地 や 郊 外 の 自 然 環 境 と 調 和 し た 良 好 な 都 市 環 境 を 形 成 す る

こ と が 可 能 で あ る 。  
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３ 主要な都市計画の決定の方針 

(1) 土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針  

①  主 要 用 途 の 配 置 の 方 針  

本 区 域 に お け る 現 在 の 土 地 利 用 の 状 況 、 将 来 の 人 口 ・ 産 業 の 見 通 しを

勘 案 し 、 こ れ ら に 対 応 し た 将 来 市 街 地 を 以 下 の 範 囲 と し て 計 画 的 な 土地

利 用 の 誘 導 を 図 る 。  

 

ａ  商 業 地  

商 業 地 は 、 JR 水 俣 駅 付 近 か ら 新 水 俣 橋 に 到 る 国 道 3 号 沿 道 地 域 及

び こ れ ら に 連 担 す る 既 存 商 店 街 地 区 、 陣 内 街 道 沿 道 地 区 に 商 業 地 を配

置 す る 。  

 

ｂ  一 般 住 宅 地  

一 般 住 宅 地 は 、 商 業 地 及 び 既 存 大 規 模 工 場 （ チ ッ ソ 水 俣 工 場 ） を 取

り 囲 む 平 地 部 、国 道 3 号 新 水 俣 橋 以 東 の 沿 道 地 区 、並 び に こ れ ら と 連

続 す る 丘 陵 部 （ 専 用 住 居 系 ） に 一 般 住 宅 地 を 配 置 す る 。  

 

ｃ  工 業 地  

工 業 地 は 、 水 俣 川 河 口 部 、 産 業 団 地 周 辺 及 び 既 成 市 街 地 内 の 既 存 大

規 模 工 場 （ チ ッ ソ 水 俣 工 場 ）、 に 工 業 地 を 配 置 す る 。  

 

ｄ  流 通 業 務 系 新 市 街 地  

流 通 業 務 地 は 、 高 速 交 通 体 系 の 結 節 機 能 を 生 か し 、 南 九 州 西 回 り 自

動 車 道 水 俣 Ｉ Ｃ や 新 水 俣 駅 周 辺 地 区 に 、 農 業 上 の 土 地 利 用 と の 調 和を

図 っ た う え で 、 新 市 街 地 と し て 配 置 す る 。  

 

ｅ  住 宅 系 新 市 街 地  

住 宅 系 新 市 街 地 と し て 、農 業 上 の 土 地 利 用 と の 調 和 を 図 っ た う え で 、

月 浦 台 地 （ 戦 略 ゾ ー ン ）、 桜 ヶ 丘 地 区 （ 誘 導 ゾ ー ン ） を 配 置 す る 。  

な お 、 水 俣 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン で 誘 導 ゾ ー ン （ 桜 ヶ 丘 地 区 以

外 ） と し て 位 置 付 け ら れ て い る 袋 地 区 、 侍 ・ 小 田 代 地 区 に つ い て は、

今 後 の 開 発 動 向 、 住 宅 需 要 の 動 向 、 地 権 者 の 意 向 、 基 盤 環 境 整 備 の計

画 、 既 存 集 落 や 周 辺 自 然 環 境 ・ 田 園 環 境 と の バ ラ ン ス 等 に 留 意 し て、

土 地 利 用 の 推 移 を モ ニ タ リ ン グ し 、 必 要 に 応 じ て 新 市 街 地 と し て の位

置 付 け を 検 討 す る も の と す る 。  
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②  土 地 利 用 の 方 針  

ア ） 土 地 の 高 度 利 用 に 関 す る 方 針  

高 速 交 通 体 系 の 結 節 機 能 を 生 か し 、 南 九 州 西 回 り 自 動 車 道 水 俣 Ｉ Ｃ

や 新 水 俣 駅 周 辺 地 区 を 流 通 業 務 地 と し て 土 地 の 高 度 利 用 を 図 る 。  
中 心 商 業 地 区 に お い て は 、「 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 」に 基 づ く 商

店 街 整 備 に 併 せ 、 市 の 顔 と な る 中 心 性 を 維 持 す る よ う 土 地 の 高 度 利用

を 図 る 。  

 

イ ） 用 途 転 換 、 用 途 純 化 又 は 用 途 の 複 合 化 に 関 す る 方 針  

用 途 の 転 換 を 図 る べ き 地 区 と し て 、既 定 用 途 地 域 内 の 老 朽 公 営 住 宅 、

大 規 模 な 民 間 社 宅 あ る い は そ の 他 の 遊 休 地 を 位 置 付 け る 。 こ れ ら は住

宅 市 街 地 の 基 盤 環 境 の 充 実 化 に 資 す る よ う に 活 用 す る 。  

 
ウ ） 居 住 環 境 の 改 善 又 は 維 持 に 関 す る 方 針  

老 朽 公 営 住 宅 や 大 規 模 な 民 間 社 宅 に お い て は 、 住 宅 の 建 替 に 併 せ 、

面 的 か つ 計 画 的 に 道 路 や 公 園 整 備 な ど 良 好 な 基 盤 環 境 の 形 成 を 図 る 。  

 

エ ） 都 市 内 の 緑 地 又 は 都 市 の 風 致 の 維 持 に 関 す る 方 針  

エ コ パ ー ク 水 俣 は 、 広 域 的 、 拠 点 的 な 公 園 緑 地 と し て の 機 能 の 強 化

を 図 る 。  

市 民 の 心 の 拠 り 所 と し て 、中 尾 山 公 園（ 眺 望・憩 い の 場 ）、恋 路 島（ 自

然 体 験 型 公 園 ）、城 山 公 園（ 歴 史・ス ポ ー ツ 公 園 ）を 拠 点 的 公 園 と し て

改 善 ・ 整 備 を 進 め る 。  

既 成 市 街 地 を 取 り 囲 む 斜 面 緑 地 に つ い て は 、 防 災 面 、 景 観 面 か ら 建

築 活 動 の 規 制 誘 導 と 連 携 し つ つ 、 緑 地 保 全 方 策 の 検 討 を 行 う 。  

 
オ ） 優 良 な 農 地 と の 健 全 な 調 和 に 関 す る 方 針  

各 水 系 に 沿 っ た 棚 田 や 丘 陵 部 の 茶 畑 、 果 樹 園 な ど 優 良 農 地 は 貴 重 な

農 業 生 産 基 盤 で あ る こ と か ら 、 そ の 保 全 に 努 め る 。  

規 模 の 大 き い 耕 作 放 棄 地 、 遊 休 農 地 に あ っ て は 、 無 秩 序 な 宅 地 転 用

や 開 発 が 行 わ れ な い よ う に 、 農 業 上 の 土 地 利 用 と の 調 整 を 行 う 。  

 

カ ） 災 害 防 止 の 観 点 か ら 必 要 な 市 街 化 の 抑 制 に 関 す る 方 針  

市 街 地 縁 辺 部 の 山 林 で 急 傾 斜 地 崩 壊 危 険 区 域 が 指 定 さ れ て い る 地 区

周 辺 に つ い て は 、 市 街 化 を 抑 制 す る よ う 誘 導 を 図 る 。  
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キ ） 自 然 環 境 形 成 の 観 点 か ら 必 要 な 保 全 に 関 す る 方 針  

県 立 自 然 公 園 区 域 に 指 定 さ れ て い る 海 浜 地 区 に あ っ て は 、 そ の 後 背

の 緑 地 の 保 全 と 一 体 的 に 自 然 生 態 的 な 環 境 の 向 上 を 図 る 。  

市 域 の 大 半 を 占 め る 森 林 地 域 を 水 源 の 森 と 位 置 付 け そ の 保 全 ・ 育 成

を 図 る と 共 に 、 こ の 水 源 の 森 か ら 海 ま で の 水 循 環 を 支 え る 自 然 環 境、

生 態 環 境 の 保 全 に 努 め る 。  

 

ク ） 計 画 的 な 都 市 的 土 地 利 用 の 実 現 に 関 す る 方 針  

南 九 州 西 回 り 自 動 車 道 水 俣 Ｉ Ｃ や 新 水 俣 駅 周 辺 地 区 の 新 市 街 地 に あ

っ て は 、 市 の 新 し い 玄 関 口 と な り 、 広 域 交 流 の 拠 点 と な る こ と か ら計

画 的 か つ 面 的 な 土 地 利 用 を 図 る た め 、 用 途 地 域 の 指 定 等 、 土 地 利 用の

規 制 誘 導 策 に つ い て 検 討 を 進 め る 。  
ま た 、 戦 略 ゾ ー ン と し て 位 置 付 け ら れ る 月 浦 台 地 、 誘 導 ゾ ー ン と し

て 位 置 付 け ら れ る 桜 ヶ 丘 地 区 に あ っ て も 、 新 市 街 地 と し て 計 画 的 な土

地 利 用 の 規 制 誘 導 を 行 う た め 、 用 途 地 域 を 拡 大 指 定 な い し は 土 地 利用

の 規 制 誘 導 策 に つ い て 検 討 を 進 め る 。  
既 定 用 途 地 域 内 の 傾 斜 地 ゾ ー ン に つ い て は 、 無 秩 序 な 市 街 化 を 抑 制

す る た め 、 地 区 計 画 制 度 の 適 用 を 検 討 し 、 保 全 す る べ き 緑 地 や 生 活道

路 の 整 備 等 に つ い て の ル ー ル づ く り を 進 め る 。  
ま た 、 上 記 の 傾 斜 地 ゾ ー ン 以 外 に 、 誘 導 ゾ ー ン で あ る 桜 ヶ 丘 地 区 、

遊 休 地 を 活 用 し た 市 街 地 形 成 を 図 る 地 区 、 中 心 市 街 地 活 性 化 区 域 内で

の 各 ゾ ー ン に つ い て は 、 地 区 の 特 性 を 踏 ま え 、 地 区 単 位 で 独 自 の 誘導

方 針 を 定 め る 地 区 計 画 制 度 の 適 用 を 検 討 す る 。  

市 街 地 環 境 及 び 集 落 環 境 の 悪 化 を 防 ぐ た め 、 都 市 計 画 区 域 全 体 で の

建 築 物 の 形 態 規 制 の 見 直 し を 検 討 す る 。  
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(2) 都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

①  交 通 施 設  

ａ  基 本 方 針  

ア ） 交 通 体 系 の 整 備 の 方 針  

安 全 で 快 適 な 生 活 環 境 を 支 え る 生 活 道 路 網 の 整 備 を 推 進 す る 。 特 に

中 心 市 街 地 に お い て は 快 適 な 買 物 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 を 実 現 する

た め の 交 通 環 境 の 改 善 ・ 強 化 を 図 る 。  
環 境 都 市 の 交 通 政 策 の 一 つ の 柱 と し て 、 自 動 車 利 用 の 低 減 を 目 指 し

た 公 共 交 通 機 関 、 自 転 車 利 用 の 促 進 を 図 る 。  
中 心 市 街 地 内 の 歩 行 者 ネ ッ ト ワ ー ク 、 幹 線 道 路 の 歩 道 空 間 な ど あ ら

ゆ る 歩 行 者 空 間 に お い て 子 供 か ら 高 齢 者 、 障 害 者 ま で 全 て の 人 が 安心

し て 利 用 で き る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 を 推 進 す る 。  
 

○ 道 路  

市 街 地 内 の 各 拠 点 地 区 間 の 移 動 を 円 滑 に す る 骨 格 的 な 都 市 計 画 道 路

の 整 備 を 図 る 。  
中 山 間 地 と 中 心 市 街 地 と を 結 ぶ 幹 線 道 路 の 整 備 ・ 充 実 を 図 る 。  
新 水 俣 駅 周 辺 地 区 に お い て は 、 近 接 し て 南 九 州 西 周 り 自 動 車 道 水 俣

Ｉ Ｃ が 設 置 さ れ る こ と か ら 、 計 画 的 な 新 市 街 地 形 成 に 合 わ せ て 、 地域

内 を 円 滑 に 結 ぶ 道 路 網 を 構 築 す る 。  
湯 の 児 、 湯 の 鶴 の 両 観 光 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 拠 点 へ の ア ク セ ス に 対

応 し た 道 路 の 整 備 ・ 充 実 を 図 る 。  
な お 、通 過 交 通 等 を 適 切 に 処 理 す る 新 交 通 管 理 シ ス テ ム（ Ｕ Ｔ Ｍ Ｓ ）

の 整 備 を 推 進 し 、 自 動 車 交 通 の 円 滑 化 を 図 る と と も に 、 道 路 の 整 備に

あ た っ て は 、 交 通 安 全 施 設 の 充 実 等 に よ り 、 安 全 性 の 高 い 交 通 空 間の

整 備 を 図 る 。  
 

○ そ の 他 の 交 通  

集 落 と 市 街 地 を 結 ぶ コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 、 市 街 地 内 の 移 動 円 滑 化 を 図

る 循 環 バ ス な ど の 導 入 検 討 を 行 う 。  
歩 行 者 ・ 自 転 車 利 用 に よ る 買 い 物 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 を 支 え る

ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 を 図 る 。  

 

イ ） 整 備 水 準 の 目 標  
本 区 域 の 用 途 地 域 内 に お け る 幹 線 道 路 の 配 置 密 度 は 、平 成 12 年 度 末

現 在 0.97km/ｋ ㎡ と な っ て い る が 、 お お む ね 20 年 後 の 平 成 32 年 に は

2.6km/ｋ ㎡ 程 度 と な る こ と を 目 指 し て 整 備 を 進 め る 。  
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ｂ  主 要 な 施 設 の 配 置 の 方 針  

ア ） 道 路  

都 市 計 画 道 路 古 城 月 ノ 浦 線 は 、 中 心 市 街 地 を 東 西 に 横 断 す る 市 の 主

軸 道 路 と し て 配 置 す る と と も に 、 新 水 俣 橋 以 東 の 区 間 に あ っ て は 、南

九 州 西 周 り 自 動 車 道 水 俣 Ｉ Ｃ や 新 水 俣 駅 の 交 通 拠 点 と 中 心 市 街 地 との

結 節 機 能 を 担 う 、 新 市 街 地 の 主 軸 道 路 と し て 位 置 づ け る 。【 1】  
中 心 市 街 地 を 南 北 方 向 に 骨 格 を 形 成 す る 路 線 と し て 都 市 計 画 道 路 大

黒 江 南 線 を 配 置 す る 。（ 一 般 県 道 水 俣 出 水 線 の 用 途 地 域 内 区 間 ）【 2】  
中 心 市 街 地 内 の 移 動 を 環 状 方 向 及 び 南 北 方 向 に 連 絡 す る 幹 線 道 路 と

し て 、 陣 内 白 浜 線 【 3】、 昭 和 白 浜 線 【 4】、 天 神 八 幡 線 【 5】 を 配 置 す

る 。  
国 道 3 号 と 268 号 を 接 続 す る 幹 線 道 路 と し て 古 城 長 野 線 を 配 置 す る 。

（ 一 般 国 道 268 号 の 用 途 地 域 内 区 間 ）【 6】  
国 道 3 号 南 側 の 東 西 方 向 の 連 絡 を 担 う 天 神 港 町 線 【 7】、 及 び 中 心 市

街 地 と 丸 島 漁 港 、 エ コ パ ー ク 水 俣 を 接 続 す る 大 黒 月 ノ 浦 線 （ 一 部 一般

県 道 水 俣 港 大 黒 町 線 ）【 8】 を 補 助 幹 線 道 路 と し て 配 置 す る 。  

 

②  下 水 道 及 び 河 川  

ａ  基 本 方 針  

ア ） 下 水 道 及 び 河 川 の 整 備 の 方 針  

○ 下 水 道  

既 成 市 街 地 に お い て は 引 き 続 き 計 画 的 に 公 共 下 水 道 の 整 備 を 進 め る 。 
既 成 市 街 地 と 連 担 し て い る 新 市 街 地 に つ い て は 、 面 的 か つ 一 体 的 な

基 盤 整 備 を 前 提 と し て 公 共 下 水 道 区 域 を 見 直 す 。  

○ 河 川  
本 区 域 の 主 要 な 河 川 で あ る 水 俣 川 等 は 、 災 害 の 防 止 に 努 め る と と

も に 、 水 と 緑 に 恵 ま れ た 都 市 の 自 然 的 要 素 と し て 、 生 態 系 に 配 慮 し

た 水 辺 空 間 の 整 備 、 景 観 の 維 持 等 に 努 め る 。  

 

イ ） 整 備 水 準 の 目 標  

現 在 の 公 共 下 水 道 整 備 率 （ 全 体 計 画 区 域 面 積 に 占 め る 供 用 済 面 積 の

割 合 ）は 約 35.8％ で あ る が 、今 後 の 市 街 化 状 況 等 を 踏 ま え 、下 水 道 計

画 に 基 づ き 公 共 下 水 道 等 の 整 備 時 期 や 整 備 範 囲 の 検 討 を 行 う 。  

 

ｂ  主 要 な 施 設 の 配 置 の 方 針  

ア ） 下 水 道  

既 成 市 街 地 に お い て は 公 共 下 水 道 整 備 を 推 進 し 、 新 市 街 地 に つ い て
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は 公 共 下 水 道 区 域 へ の 取 り 込 み を 検 討 す る 。 集 落 地 域 に お い て は 、合

併 浄 化 槽 を 含 む 総 合 的 な 下 水 処 理 シ ス テ ム の 整 備 を 検 討 す る 。  

 

イ ） 河 川  

災 害 の 危 険 性 の 高 い 箇 所 か ら 順 次 整 備 を 進 め 、 地 域 の 特 性 や 利 用 ニ

ー ズ に 応 じ て 親 水 空 間 の 整 備 等 を 行 う 。  

 

③  そ の 他 の 都 市 施 設  

ａ  基 本 方 針  

市 の 拠 点 的 公 園 と し て エ コ パ ー ク 水 俣 、 中 尾 山 公 園 、 恋 路 島 、 城 山

公 園 を 位 置 付 け る 。  

エ コ パ ー ク 水 俣 に つ い て は 、 総 合 的 な 健 康 福 祉 の 増 進 を 図 る た め 、

ス ポ ー ツ 関 連 施 設 整 備 を 促 進 す る と 共 に 、水 俣 港 と の 連 携 強 化 を 図 り、

レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 の 強 化 ・ 充 実 を 図 る 。  
中 尾 山 公 園 は 、 全 市 的 な シ ン ボ ル と し て 位 置 付 け 、 道 路 及 び 眺 望 所

等 の 整 備 を 促 進 す る 。  
恋 路 島 は 、 自 然 体 験 学 習 の 拠 点 と し て 活 か せ る よ う に 今 後 の あ り 方

を 検 討 す る 。  
城 山 公 園 は 、 周 辺 の 陣 内 、 古 城 地 区 の 歴 史 的 環 境 整 備 と 一 体 的 と な

っ た 歴 史 的 環 境 保 全 の 充 実 を 進 め る 。  

 

ｂ  主 要 な 施 設 の 配 置 方 針  

既 成 市 街 地 の 西 側 に 位 置 す る 外 と の 交 流 拠 点 と し て エ コ パ ー ク 水 俣

を 配 置 し 、 総 合 的 な 健 康 福 祉 の 機 能 や 、 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョン

拠 点 と し て の 機 能 強 化 を 図 る 。  

市 の 拠 点 的 公 園 と し て 、 関 連 計 画 と の 整 合 を 図 り な が ら 、 既 成 市 街

地 の 後 背 の 中 尾 山 公 園 、 水 俣 港 沖 合 い の 恋 路 島 、 陣 内 街 道 後 背 の 城山

公 園 を 配 置 す る 。  

中 心 市 街 地 内 の 中 心 的 公 園 施 設 と し て 、 水 俣 川 沿 い の 公 共 施 設 ゾ ー

ン の 総 合 体 育 館 を 含 む 浜 公 園 を 位 置 付 け る 。  

 
ｃ  主 要 な 施 設 の 整 備 目 標  

新 規 に 検 討 す べ き 公 園 緑 地 と し て 、中 尾 山 公 園 、恋 路 島 に つ い て は 、

関 連 計 画 と の 整 合 を 図 り な が ら 、 都 市 計 画 公 園 と し て の 計 画 決 定 の対

応 方 針 を 検 討 す る 。  
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(3) 市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針  

①  主 要 な 市 街 地 開 発 事 業 の 決 定 の 方 針  

老 朽 公 営 住 宅 や 老 朽 民 間 社 宅 等 の 建 替 に つ い て 、 周 辺 の 住 環 境 改 善に

寄 与 す る よ う に 面 的 な 市 街 地 再 整 備 を 検 討 す る 。  

戦 略 ゾ ー ン 、 誘 導 ゾ ー ン 等 の 新 規 誘 導 市 街 地 に つ い て 、 既 成 市 街 地と

連 携 し た 基 盤 整 備 を 図 る た め 、面 的 一 体 的 な 事 業 手 法 に つ い て 検 討 す る 。 

 

②  市 街 地 整 備 の 目 標  

既 成 市 街 地 に お い て は 、 市 民 と 行 政 の 適 切 な 役 割 分 担 と ル ー ル づ くり

に 基 づ く 住 環 境 の 改 善 を 図 る 。  

新 市 街 地 に つ い て は 、 農 林 漁 業 と の 調 和 を 図 っ た う え で 、 計 画 的 な市

街 地 整 備 を 前 提 と し た 市 街 化 の 促 進 を 図 る 。  

 

 

(4) 自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針  

ａ  基 本 方 針  

水 源 の 森 か ら 海 ま で の 水 循 環 を 支 え る 自 然 環 境 の 保 全・育 成 を 図 る 。 

自 然 資 源 ・ 要 素 の 保 全 ・ 育 成 を 通 じ て ビ オ ト ー プ ネ ッ ト ワ ー ク の 形

成 を 促 進 す る 。  

市 街 地 、集 落 地 区 に お け る 公 園 等 に つ い て は 、拠 点 的 な 公 園 の 改 善・

整 備 を 図 る と と も に 、 観 光 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 拠 点 の 形 成 を 図 り 、ま

た 既 存 施 設 の 機 能 強 化 や 連 携 強 化 を 図 る 。  

 

ｂ  主 要 な 緑 地 の 配 置 方 針  

ア ） 環 境 保 全 系 統 の 配 置 方 針  

水 源 涵 養 な ど の 点 か ら 市 域 の 75％ を 占 め る 森 林 環 境 に つ い て 、そ の

保 全 ・ 育 成 を 図 る 。  
水 俣 城 趾 の あ る 城 山 公 園 に つ い て は 、 周 辺 の 歴 史 的 な 環 境 整 備 と 一

体 と な っ た 歴 史 的 環 境 保 全 を 図 る 。  
水 俣 川 、 湯 出 川 沿 い の 河 畔 林 の 保 全 ・ 育 成 を 図 る 。  
自 然 林 や 自 然 海 岸 を 多 く 残 す 大 崎 鼻 、 和 田 岬 周 辺 、 あ る い は 西 の 浦

半 島 、 湯 の 児 海 岸 な ど の 海 岸 環 境 及 び そ の 背 景 と な る 丘 陵 地 の 斜 面緑

地 の 保 全 を 図 る 。  
島 内 の タ ブ 原 生 林 な ど 、 恋 路 島 の 豊 か な 自 然 環 境 を 保 全 す る 。  
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イ ） レ ク リ エ ー シ ョ ン 系 統 の 配 置 の 方 針  

エ コ パ ー ク 水 俣 を 拠 点 と す る ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 の 充

実 を 図 る 。 ま た 、 港 湾 計 画 と の 整 合 を 図 り な が ら 、 水 俣 港 と の 一 体的

整 備 に よ る レ ジ ャ ー 港 湾 機 能 の 強 化 を 図 る 。  

水 俣 川 、 湯 出 川 沿 い の 水 辺 を 回 遊 で き る 小 道 や 休 憩 ス ポ ッ ト を 整 備

す る 。  

 

ウ ） 防 災 系 統 の 配 置 方 針  

市 街 地 や 集 落 を 取 り 囲 む 斜 面 地 に お い て は 、 景 観 及 び 防 災 面 か ら 緑

地 の 保 全 ・ 育 成 を 進 め る 。  

エ ） 景 観 構 成 系 統 の 配 置 方 針  

中 尾 山 、 と ん と ん 峠 、 矢 筈 岳 山 頂 等 を 景 勝 、 眺 望 ポ イ ン ト と し て 整

備 を 図 る 。  
森 林 環 境 、 自 然 性 を 残 す 海 岸 環 境 及 び そ の 後 背 の 丘 陵 や 斜 面 緑 地 、

水 俣 川 や 湯 出 川 な ど 、 自 然 的 景 観 の 骨 格 を な す 要 素 の 保 全 ・ 育 成 を図

る 。  
海 の 「 湯 の 児 温 泉 」、 山 の 「 湯 の 鶴 温 泉 」 地 区 は 、「 熊 本 県 水 俣 ・ 芦

北 景 観 形 成 ガ イ ド ラ イ ン 」 に お け る 特 別 誘 導 区 域 に 位 置 付 け ら れ てお

り 、 そ れ ぞ れ 健 全 な 観 光 拠 点 と し て 自 然 環 境 に 調 和 し た 景 観 形 成 を図

る 。  

 

ｃ  実 現 の た め の 具 体 の 都 市 計 画 制 度 の 方 針  

拠 点 的 な 位 置 付 け に あ る 大 崎 鼻 ・ 和 田 岬 周 辺 の 自 然 環 境 を 保 全 す べ

き 区 域 に つ い て は 、 都 市 計 画 公 園 と し て の 計 画 決 定 の 対 応 方 針 を 検討

す る 。  

市 街 地 を 取 り 囲 む 斜 面 緑 地 に つ い て は 、 防 災 面 、 景 観 面 か ら 都 市 緑

地 と し て 保 全 し て い く 方 策 を 検 討 す る 。  

 

ｄ  主 要 な 緑 地 の 確 保 目 標  

拠 点 的 公 園 を 「 施 設 緑 地 」 と し て 整 備 し 、 市 街 地 を 取 り 囲 む 斜 面 緑

地 を「 地 域 制 緑 地 」（ 緑 地 保 全 系 の 規 制 誘 導 方 策 に よ り 確 保 さ れ た 緑 地 ）

と し て 保 全 ・ 育 成 す る べ く 検 討 を 進 め る 。  

「 熊 本 県 水 俣 ・ 芦 北 景 観 形 成 ガ イ ド ラ イ ン 」 に 位 置 付 け ら れ た 海 岸

景 観 形 成 ゾ ー ン 、 沿 道 景 観 形 成 ゾ ー ン 、 特 別 誘 導 区 域 等 に あ っ て は、

ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ て 景 観 形 成 を 進 め る 。  
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※ こ の 図 面 は 、 土 地 利 用 の お お む ね の 配 置 を 示 し て い る 。  


